




別記様式（第 14 条関係）

令和８年８月３日

政策調整会議付議依頼書

依頼者名 総合政策部長

下記事項について、効果的かつ効率的な市政運営実施のための会議の設置に関する規程第

14条の規定に基づき、下記のとおり付議を依頼します。

記

付議事項名
総合計画「将来ビジョン・岸和田」第２期基本計画における重点目

標について

付議の目的
（ポイントを絞り込んで、簡潔

に記載すること。）

第２期基本計画期間中（2027～2030）に重点と位置付ける目標

を定め、”選択と集中”によって限りある資源を効率的・効果的に

活用した取組を実施するにあたり、効果的かつ効率的な市政運

営実施のための会議の設置に関する規程第３条第１号（市が定

める総合計画の基本構想及び基本計画に関する事項）及び第２

号（予算編成の基本方針に関する事項）に基づき付議するもので

す。

説明者
（部長は説明者に含まな

い。）

中井企画課長、貝口参事、

髙井政策担当主幹、吉本担当員

付議事項の概要 様式別紙に記載（必ず別紙様式をご提出ください。）



別紙

★取組の目的

★総合計画上の位置付け

基本目標

↑ここにコードを入力 個別目標

個別目標の方向性

行政の役割

★現状と課題

（単位：千円）

予算額

R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度 R12年度 R13年度

445 927 695 695

400 400

8 8 20 20 20 20 20 20

8 453 1,347 20 20 715 1,115 20

R9年度 R10年度 R11年度 R12年度 R13年度

20 20 715 1,115 20
        

★当該事項に関連する人員増の必要性※

R9年度 R10年度 R11年度 R12年度 R13年度

★取組の効果を表す指標

単位 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度 R12年度 R13年度

①

②

※事業費及び人員を確約するものではない。

付議会議 令和８年度　　第３回会議

付議事項 総合計画「将来ビジョン・岸和田」第２期基本計画における重点目標について

対象 市民

どのような
状態を目指す

基本構想で掲げている基本理念「笑顔にあふれ、誰もが”幸せ”を感じる都市」の実現に向けて、第２期基本計画期間（2027～
2030）で何に重点を置くのかといった”選択と集中”を明らかにし、総合計画で描いた将来像に向かってまちづくりを進めていきま
す。

6020201 みんなでつくる持続可能なまち

持続可能で信頼される行政になっている

② 適正で効率的かつ効果的な業務の実施を進める

目標の達成に向けて、計画的かつ適切な施策の推進及び進行管理、公平公正な事務の遂行に努める

　第５次総合計画「将来ビジョン・岸和田」では、地域自治、公民協働の向上をめざし、市民参加による策定過程を重視した計画づくりにより、基本構想及び
第１期基本計画を定めました。第２期基本計画策定においては新たに、オンラインの市民参加プラットホームにより、まちづくりの主体者となる市民がめざす
個別目標や、目標達成のためにできること等を広く意見聴取しています。
　重点目標については市長公約を中心に、総合戦略、市民意識調査において満足度が低かった施策等も参考にして、第２期の４年間で重点的に取り組む
目標と、その目標を具体化した取組イメージを示すこととしています。
　重点目標、総合戦略部分の改訂も含め、年度中の第２期基本計画策定に向けて引き続き作業を進めます。

決算（見込額） 見込額

総合計画審議会開催費用

第２期基本計画印刷費

総合計画の進行管理

国費

府費

起債

一般財源

その他

計

1,890

人員増の必要性

有 無

目標値

指標名

（コードは「将来ビジョン・岸和
田（体系）」シートを参照）

実施中の取組及び予定する事項

財源内訳

事業費


